
染屋浄水場には13池のろ過池。創
設当時のろ過池は、斜め壁。調子が
良かった。古いということで、垂直
壁のろ過池にした。
1池面積：780m2. 13池総面積：
10,140m2 (＝ 780m2ｘ13). Iもし、
13池で、日本の標準ろ過速度
(4.8m/d)でろ過すると、1日に
48,672m3 (＝ 10,140m2x4.8m).
162,240 人分 (0.3m3/d/人).

英国の新しいろ過速度なら、32万人
分の水道需要相当。

読売新聞長野県版（060820）より

1964, 菅平ダ
ム湖完成、15
ｋｍ下流の染
屋浄水場へ、
途中に、石舟
浄水場

PAC(凝集剤)
混和、沈殿池



上田市腰越浄水場：河川表流水取水、殺藻剤（次亜塩素酸ソーダ）添加。撹拌、沈殿後、緩速砂ろ過（機
械的なろ過）。ろ過速度約3 m/d.1ヶ月以内に損失は約 60 cm。某有名水道メーカー関連会社が維持管
理。



戸隠の水：スッキリして飲みやすい：山の清水と同じ



蔵ッ水：やさしい様な、甘い味



緩速ろ過なら水源が悪くても
大丈夫



水深を浅くすると糸状の藻が繁殖し、生物活性が高くなり、目詰まりはしなくなる。



ろ過池で藻が繁殖するのは悪いと考えて、着水井（取水した水が浄水場に入るところ）で殺
藻目的で次亜塩素酸ソーダ（家庭用脱色剤と同じ成分）を常時注入。濁り水が入ると凝集
剤を注入。染屋浄水場で、菅平ダム湖が完成した時に、臭い水道水で問題になった時と、
同じ処置。



河床が安定し、濁り水でないなら、河床の礫面には、付着藻類が繁茂する。



Algae grow well in summer. 
Continuous culture system of 
filamentous algae becomes 
after 10 days.

Filtrate water becomes clear 
water in 10 days. In summer, 
scrapping of surface mud is 
not necessary.



高崎：急速ろ過用砂
凝集剤使わない
砂が汚れない

上田：緩速ろ過用砂
凝集剤使用
砂が汚れる。

砂層約1～2ｃｍを通過するだけで生物による浄化さ
れる。通過時間は数分＝生物による瞬間浄化である。



Roughing filter 
to eliminate SS  

SSF 
experiment ,

Open and 
covered 



潅漑用水路の水をモデ
ルろ過槽で実験：

Ｏｐｅｎ：藻を繁殖させる

ろ過閉塞しにくい：長く使える

→あらゆる生物群集が活躍

Ｃｏｖｅｒｅｄ：藻が繁殖できない

→河川水中の濁りで、目詰ま
り：ろ過抵抗があがる。

→動物の餌ができない。



oisca

OISCA(ｵｲｽｶ農業支援NGO）が神田川（杉並区永
福町）の水を取水し、実験し飲用可の水ができ
た。神田川の汚れた水でも、この装置で、細菌
（大腸）、鉛、農薬（アトラジン、シマジン）
も検出されない、硝酸性窒素 2.00 mg/L、亜
硝酸性窒素 0 mg/L、pH 8.5、総硬度 250 mg/L、
全残留塩素 0 mg/Lの水ができた。



河川水＋伏流水（酸素不足の水）



粗い砂が良い



2006年12月末、バングラデッシュで、小型生物浄化
装置をつくった。１日給水能力0.５トン、バングラ
では、一人１日10リットルは飲み水と調理。それな
ら、50人分、10家族分である。電動ポンプで１日２
回だけ汲み上げるだけ。ろ過水を溜めるポリタンク
が必要だが、帰国まで調達できなかった。



2006年12月末、バングラデッシュで、 １日給水能力0.５トンの生物
浄化装置をつくった。2007年10月、卒業生の川本君が改良し、手押
しポンプを使い、流速5m/d、１日分(1.2ｔ）の貯留タンク、前処理3段、
砂ろ過1段の装置をつくった。 Bangladesh

Indonesia

Sri Lank Natural Filter



原水

100cm

120cm

1８0cm
掃除用排水パイプ

第一ろ過槽

第二ろ過槽

貯水タンクへ

排水口（濁りなど）

先を細くすると断水しても、再度
入水し始めれば自動的にサイ
フォン状態になり排出される

山の渓流水を簡単
な沈澱槽を経由し
て導水



第二ろ過槽へ

水位調節
パイプ

越流および
槽の掃除用
の栓：掃除
用排水パイ
プ



水深を浅くし、藻類を繁殖させ、微小動物を繁殖させる。
ろ過継続を長くする。砂の粒径も大きくする。ろ過速度は、
早い方が、夜明けの酸素不足にならないで良い。削り取
り回数はできるだけ少なくする。削り取りで、砂層内の生
物群集を除かないようにする。

砂での機械的なろ過でな
く、生物群集による浄化
である。自然の森林や畑
の土壌層と比較しよう。
土壌を除いては、生物は
活躍できないし、分解で
きない。



浮いてくる藻を刺し網で
全て捕集
栄養塩吸収：削減
酸素供給、濁り除去
動物への餌供給



自然界の生物現象の賢
い活用＝応用生態学

うまい＝おいしい＝刺激がな
い＝悪さをしない＝生物と反
応しない＝生物による反応
が終わった＝素材と反応し
ない→生物群集による浄化
＝生物浄化法＝薬を使わな
い＝産業廃棄物がでない

急速ろ過＝薬による浄化＝
反応できるものしか対処で
きない＝後追いで処置＝産
業廃棄物が大量＝未完成
の欠陥処理









日テレECO特番（2008.6.8.）井戸水を原水とする生物浄化装置を5月12日につくりました。砂
が新しい、設置して2週間で、一般細菌は、1ｍ中に、610で飲用不可。他の全ての項目で合格。
大腸菌は既に検出されない。その1週間後は、420で、まだ不可。



一般細菌は、ホコリとともに、舞ってくる。検査用の水を採取しているビデオを見たところ、チョ
ロチョロ流れる水をそのまま、採取していた。



2005年：愛知万博:
国連館で「Water 
for People」のイベ
ント。

2002年5月
2005年８月、2007年ポルト
ガル語、中国語へ翻訳中

2005年：愛知万博:
「愛・地球賞（持続可
能な未来をつくる100
の地球環境技術）」：
「藻の繁殖に注目し
た緩速ろ過技術」：受
賞者代表スピーチ

2005年10月


